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作EDO
- NEDOにおける水素関連事業への取り組み

平成21年5月14日

新エネルギー・産業妓術総合開発相眠術

料電池・水素妓術開発部橋本辰彦

燃料電池自動車、水素インフラの普及鯛始(2015年)に向けて、 NEDOにおける水素関連事業への取り組みに

ついて紹介させていただし

水素は、全ての一次エネルギーから製造できる究極のクリーンエネルギーと目されているが、世界的に宇宙開発

ロケット燃料以外にエネルギーとして取り扱ったことがなく、また、他のエネルギーとは異なる水素特有の性質(容

積エネルギー密度が低い、水素脆化、燃焼範囲が広〈・着火しやすい等)があるため、水素をエネルギーとして流

通させるには解決すべき多くの標題を有している。

現在、 NEDOでは、これらの課題を解決すぺく、以下の 5つの水素関連事業を推進している。

-水素先場科学基礎研究事業

-水素貯蔵材料先端基盤研究事業

-水素製造・繍送・貯蔵システム等技術開発事業

.水素社会情築共通基盤g備事業

・燃料電池システム等実笹研究事業(JHFCProject) 

このうち、後程ご講演のある「水素貯厳材料先端基盤研究事業」を除く4つの水素関連事業について、その概要を
紹介する。

燃料電池自動車及び水素インフラの普及に向けた動向

Ol!料電池実用化推進也磁会『録料電池自動車、水量医供給ステーション2015年から普及スタートヘ』
(20年7月4日)0...争力懇属会『燦料電池自動車・水素供鎗インフラ.・普及プロジェクト』中間報告
(2008年12月3日)

2015年燃料電池自動車普及開始、2020年水素ハイウェイ構築
裳々は2050年までに低炭素社会を実現すベ〈、燃料電池自動車・水素供給インフラを2015年に事業
化し、速やかな普及を目指す。

水素関連事業の展開
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NEDOにおける水素関連事業の位置付けと必要性
一・4 ・ーー『戸一、戸一~、'- /'ー一一ー
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水素先端科学基礎研究事業の概要

(1 )水素エネルギー社会構築のためには、水素を液化文は高圧化した状態で紛

送・貯蔵するなど水素を高いエネルギー密度で取り扱うことが不可避である。

(2)これらの状態における水棄物性や材料の水素脆化現象のメカニズム解明等

は、いまだ世界的にも知見の集積が乏しく、水棄を安全に、世織を長期間利
用するために早急に解明しなければならない状況にある。

O目的
水棄物性等に係る基礎的な研究を実施し、水素社会到来に向けた基盤霊備

を行うことを目的に、

(1)波化掴高圧化した状態における水紫物性の解明

( 2 ) 波化・~圧化による材料の水素脱化の基本原理の解明及び対策後お

など、高度な科学的知見を要する板本的な現象解析を実施する。

0実施期間

平成18年度~平成24年度(7年間)

O予算
平成18年度 17億円 平成20年度 17.5億円 (+繍正6.0億円)

平成19年度 16.7億円 平成21年度 11. 3億円
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: I趨立大学法人九州大学I : 
l士華院工撃面曾院{掴圃甫西区l.

: (4)高圧水素トライポロジーの解明 : 
: (5)材料等肉の水素鉱散、清洩などの水素挙動 : 
l シミュレーション研究 l 
l応用力掌研賞所(春日市)

(5)材料等肉の水素拡散、漏洩などの水素挙動 1 
1 シミュレーション研究 l 

Lーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーー・ーーーーーー・ーー・ーーー'

.世+到極圏且研賞組問(つ(I:t甫)

: (1)高圧水棄物性の基礎研究 ! 
"水量材車基金錨ね掌研費セン恒一(福岡市西区九大内l.

: (2)高圧/液化による金属材料等の水素脆化の基本原理の解明及び j 
，.対策倹肘 1 
: (3)濃化・高圧化状態における長期使用および加工、温度などの彫響に 1
1よる材料強度特性研究 ! 
: ~再錨創造プロセス研寛部門 (つくば市l.
: (4)高圧水素トライボロジーの解明 : 
」ー・・ー・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー，ーーーーー ._--ーーーーーーーーーーーーーーーー--

非金属材料の強度評価
車箆志望E
高圧水素関連の固体力学シミュレーションの研究

開発
温盟主主
材料中の疲労き裂先虫歯の水素状態の研究静価

担金自盤i
水素雰閤気下におけるゴム材料の研究評価

隼盆去全
水素雰囲気における高沸点ガスの露点測定

i水素貯蔵技術 i
E・・E用水素骨ンヴ

(ハイブリッド)側発

水素貯蔵材料

|水素製造・輸送・貯蔵システム等技術開発の各プロジェクト(2/2)

|次世代附開発・フィ ジピリティスヲディ等

革新的妓術

|可光観電光慢応によ答る性水半分導解体水を素用製い造た光の研触究媒開およ発び吋Bf総研 1|l超開高発圧水素合成産法総に研よ、る東糊北大水素怖合金の研究 l | 

|量非十貴及金び開属発化合物伽た高機機能浜働霞時立大生酬の般 11索ゼオ貯刊蔵に関鋳す型る炭研素究を開ペ発ース以東叫北大オーバー水

|高物抑質・材料制研究化機断構、材金沢の大研究鵬 11脳 fPJrSF量水官会の断|

|刷究開発ス輸釦何蕨刈京大 頼関問の研 1

技術動向調査

|動蜘水繁M向の燃調料査電劇倹附池討に関わる由子際川関遭機棚鯛等鞠研究政策 11のIE州網査IA検鮒水討素実施協叫定にこ問アM国際媛鱗鮒輿協開発動向

シナリオ、フィ ジピリティス脅ディ

|鵬鳩山ギ一一度総の額社会的位関する研究| ヱ水ネ素問キヤ仇、開応じた業-平問h エm等
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水素製造・輸送・貯蔵システム等技術開発の概要

0目的
水素供給インフラ市場立上げに向け、水素製造・輸送・貯蔵・充療に関する低コストかっ
耐久性に優れたシステム技術開発、要素機器技術開発、次t登代技術開発及びフィジピ
リティスタディ等を実施し、 水素エネルギーの導入・普及に必要な一連の機器及びシス
テムに関する技術を確立することを目的とする。

0目標
中間目標(平成22年度末):水素エネルギーの導入・普及に必要な低コスト機器及び

システムを試作開発
最終目標(平成24年度末):鼠作開発結果を基に耐久性検証等を実施

。研究開発の内容

(1)システム妓術開発

水素ステーション機器や車載等水素貯蔵/輸送容器の低コスト化・コンパクト化に繋が
るトータルシステム技術を開発、及び耐久性等の検桓

(2)要素技術開発

水素製造・輸送・貯蔵・充填機器の高性能化・軽量化且低コスト化及び長券命化のため
の要素技術を開発、検証

(3)次世代技術開発・(革新的な将来技術等)
水素エネルギーの導入・普及に関する新規の概念に基づく革新的な技術の開発、水
素キャリアに応じたF/S等の実施

O予算
平成初年度 17.5億円、平成21年度 13.6億円

水素製造・輸送・貯蔵システム等技術開発の各プロジェクト(1/2) 
iシステム妓術開発 i 

水素ステーシヨンシステム f" . . _ ~ I . .................[械開制WG I 
70MPa級水素ガス充境対応ステーシヨン機
器システム妓術に関する研究開発
東邦ガス、トキコテクノ、日立製作所、
大i犠日後.後j兵ゴム‘ PEC

水素ステーション織器

低コスト裂70MPa級水素ガス充繍対応ス
テーション機擦に係わる研究開発
PEC、キッツ、山武、 JRCM、日本製鋼所

水禁ステーション鰯濃いVG

水素社会構築共通基盤整備事業の概要
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0目標

中間目棟(平成19年度末):規制再点検及び国際標準化に必要なデータの取得

最終目標(平成21年度末)・取得データに基づく国際標準案の作成

O研究開発の内容

1 .燃料電池自動車に係る規制再点検及び標準化のための研究開発
2. 定置用燃料電池システムに係る規制l再点検及び標準化のための研究開発
3 水素インフラ等に係る規制再点検及び標準化のための研究開発
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水素社会構築共通基盤事業の研究対象

島由l.il I I :tiii!i'UL :J-クス炉ガス苛性ソーダな一造 |

定置用燃料電池

住全

|ローリ一、トレーラー、長距厳パイプラインなどによる水素愉送|

水.ステーションにおける司11:..、.a.、舞a.、
ディスペンサーなどによる水察倹鎗に係る規制見直
し、事害事ヰ...
(実篇者)(財)右鴻..活性化セン，一、(財)金属議
事害事略研究開実セン舎一、 (社)日本アルミニウム館会

.科電池自飴.のために水量医科用に係る線制見直し、a.作成、圃康相...
(実録者)(財)臼本自動.研究所

定置用量E車ヰ電諸島のために水量属利用に係る錫剣晃.し、a.作成、圃・・8・
(実鎗者)(批}日本ガス也会、(財)日本ガス・...働金、(社)日本..ヱ集会

水量障の..徹、清火などの水量島安全に係る4・総司早朝等 (H19年度まで)
(.・4)(1t)エネルギー総合工学研究所、{独)..*量術総合研Jn野

燃料電池システム等実鉦研究(JHFCProjec t)の概要

0目的
水素インフラ及びFCV等の実鉦研究を実施し、実測データの取得及び実用化のための標
題 (筏街、コスト、安全等)を他出し、当機織で実施している関連プロ ジェクトに反映さ
せるとともに、水素エネルギー社会の実現に向けた水素インフラ、 FCV等の有用性の検
liEを行うこと等を目的とする。

0計画及び予算

H18 

13.0億円

0実匝研究の内容

水嚢インフラ司事実匝研寛 ・・・圃~慾料電池自動車司事事Ui研賞

・水素ステーションの般置・運用 illJ1l 'FCV等走行鼠験の実施

-水素ステーションの実測データの取得・評価引 ・FCV等走行鼠験実測データの取得・評価

・水素インフラの実用化に向けた線題抽出 I'FCV等の実用化に向けた標題抽出

(共通) ・実liE研究の成果、及びFCV、水素インフラ等の普及促進のための広報・教育活動

'FCV、水素インフラ等に関わる圏内外の政策、妓街、実短銃駿動向の調査、国際連傍

2φ 

(J(出PEC)

(E凧A)

(PECl民地 A)

(JTRD 

(J組'

(E陥 AJJN刊陀O晶刈

(E陥 AJJ組 B

(JNU問。
(JN刊}判EO

(J組陀N品}

(JNミ，D<AA)

IOSTEC) 

、G，
(ENW 
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水素社会構築共通基盤事業の研究体制

巨日寸 山 抑 制 ・r:::-::-:::-::-

§機準化.1 ~l)iT('2:;:;)C:H電動車 i 
e 揃) i 
! I':I):T<':'¥I官水難波搬) ! 
"曙減対応'演説ガス保安法 i 
j 道路蹴糊鱒 i 

燃料電池システム等実匝研究(JHFCPr吋ect)の研究体制

I!斜電池自動車の適用・"偏・限値抽
出、理解促進活動他

(財}エンジニアリング銀興也会(ENM)

水素インフラの遭用・野偏・楓.抽出他

将来の商用インフラモデル検討他

r...、エンジニアリング$象者の毎歳」

+ 
『エネルギー供給事縁者の観点』

FCV・水素インフラの普及開始のための水素関連事業の連機

2015年頃FCV'水素インフラの普及開始

=水素エネルギーシステム実現
1， 


